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新
し
い
人
生
へ
の

　
　
　

船
出
を
祝
し
て

　
晴
れ
の
門
出
を
迎
え
た
新
成
人
１
０
９
人（
式
出
席
者
83
人
）

が
新
た
な
決
意
と
目
標
を
胸
に
、
大
人
と
し
て
第
一
歩
を
踏
み

出
し
ま
し
た
。

　
１
月
13
日
、
き
び
プ
ラ
ザ
で
平

成
31
年
吉
備
中
央
町
成
人
式
が
行

わ
れ
、
穏
や
か
な
陽
気
の
中
、
会

場
は
振
り
袖
、
羽
織
袴
、
ス
ー
ツ

な
ど
の
正
装
に
身
を
包
ん
だ
新
成

人
で
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、山
本
町
長
か
ら「
意

志
あ
る
と
こ
ろ
に
道
は
開
け
ま

す
。
今
後
、
悩
む
こ
と
や
辛
い
こ

と
、
分
岐
点
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
自
分
の
目
標
に
向
か
っ
て
、

１
歩
で
も
２
歩
で
も
前
へ
進
ん
で

い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い
の

言
葉
が
贈
ら
れ
、
新
成
人
代
表
の

阿
部
実
知
さ
ん
（
北
）
に
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
黒
田
町
議
会
議
長
か
ら

も
お
祝
い
の
言
葉
が
添
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
続
い
て
、新
成
人
を
代
表
し
て
、

山
﨑
功
世
さ
ん
（
竹
部
）
が
誓
い

の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
に
は
、
新
成
人
の

代
表
10
名
で
構
成
さ
れ
た
実
行
委

員
会
の
企
画
に
よ
る
交
歓
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
中
学
校
時
代
の

恩
師
か
ら
心
温
ま
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
旧
中
学
校
の

校
歌
が
流
れ
る
と
、
懐
か
し
そ
う

に
口
ず
さ
む
新
成
人
の
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
町
の
特
産
品
が
景
品

と
な
っ
た
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
が
行
わ

れ
、大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
新
成
人
は
恩
師
や
旧

友
と
の
再
会
を
果
た
し
、
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
る
と
と
も
に
、

そ
れ
ぞ
れ
が
描
く
未
来
に
向
か
っ

て
、
力
強
い
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
た
。

特　集
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　本日は、成人を迎えた私たちのために、このような盛
大な式典を催していただき、誠にありがとうございます。
　また、先ほどは山本町長をはじめ、皆様よりお祝いや
激励のお言葉を賜りまして、新成人を代表して心より感
謝申し上げます。
　私たちは本日、成人式という人生の大きな節目を迎え、
大人としての第一歩を踏み出すこととなりました。
　なつかしい友とともに今日の成人式を無事に迎えるこ
とが出来たのは、ご指導していただいた先生方、あたた
かく見守ってくださった地域の皆様方、苦楽を共にした
友人、そして何より20年間私たちの一番近くで見守り、力
強く育てて下さった家族のおかげ以外にないと思います。
　この場をお借りして、すべての方々に感謝申し上げま
すとともに、ここに成人を迎えたことをご報告させてい
ただきます。
　昨年７月に、ここ吉備中央町にも被害をもたらした西
日本豪雨災害をはじめ、様々な災害で被害にあった方々
に心よりお見舞い申し上げるとともに、私たち新成人、
一人一人ができることを心にとめ、一日も早い復興をお
祈りします。
　私たちが小学校の卒業式を目前に控えた３月11日に東
日本大震災がありました。そろって卒業式を迎えること
ができた喜びと感謝と、当たり前のように日常があり、
当たり前のように明日がくるわけではないことを学びま
した。約75億人もいる世界の中で、私たちが同じころに
生まれ、この町で出会ったこと、今日の喜びの日を迎え
ることができたこと、これら全てを、私は、奇跡である
という思いを新たにしております。
　さて、思えば私たちの門出には「最後の」という言葉
がついています。「竹荘中学校」「大和中学校」「吉川中学校」
「加茂川中学校」…なつかしい学び舎の歴史に幕を閉じ、
新しい歴史の「始まり」である閉校式を行ったあの頃に
改めて思いを巡らせています。
　平成最後の成人式を迎えるにあたり、それぞれが歩ん
できた道を振り返りつつ、吉備中央町民としての誇りを
胸に、その未来を担う一員として新しい時代へと歩みを
進めていきます。私たちは社会に出て働いている者、勉
学に励んでいる者と様々ですが、責任のある言動をし、
強い自分の意思を持ち、魅力ある成人となるよう、一層
の努力をしてまいります。そのために、大人として、社
会の一員としてまだまだ未熟な私たちに、本日ご臨席い
ただきました皆様のお力添えが必要不可欠だと思います
のでこれからも暖かく見守っていただければ幸いです。
　簡単ではございますが、以上をもちまして新成人誓い
のことばとさせていただきます。

新成人「誓いのことば」

新成人代表
山㟢　功世さん
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新
成
人
が
家
族
、
親

戚
、
お
世
話
に
な
っ

た
人
、
支
え
て
く
れ

た
人
へ
感
謝
の
気
持

ち
を
伝
え
る
日
。

「
あ
り
が
と
う
」

家
族
や
恩
師
ら
が
新

成
人
に
伝
え
る
感
動
。

「
お
め
で
と
う
。
大

き
く
な
っ
た
ね
。」

人
生
の
節
目
に
は
必

ず
た
く
さ
ん
の
「
あ

り
が
と
う
」
と
「
お

め
で
と
う
」
の
幸
せ

な
言
葉
が
満
ち
溢
れ

て
い
ま
す
。

今
、
１
０
９
人
の
新

成
人
が
思
い
描
く
、

夢
と
未
来
へ
の
扉
が

開
く
―
。
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統
計
功
労
者
表
彰

　
12
月
16
日
、
第
52
回
公
益
財
団
法
人
岡
山

県
体
育
協
会
表
彰
授
与
式
が
開
催
さ
れ
、
片

山
俊
平
さ
ん
（
下
土
井
）
が
体
育
功
労
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
片
山
さ
ん
は
、
平
成
６
年
４
月
か
ら
加
茂

川
町
体
育
協
会
会
長
と
し
て
、
平
成
18
年
８

月
か
ら
吉
備
中
央
町
体
育
協
会
会
長
と
し
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力
さ
れ
、
平
成
30
年
３

月
を
も
っ
て
吉
備
中
央
町
体
育
協
会
会
長
を

退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
年
に
わ
た
り
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

振
興
に
寄
与
し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
今
回

の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
長
き
に
わ
た
り
町
体
育
協
会
を
導
い
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
12
月
26
日
、
平
成
30
年
度
青
少
年
健
全
育

成
功
労
者
表
彰
（
備
前
県
民
局
長
表
彰
）
を

河
内
留
美
子
さ
ん
（
吉
川
）、
堀
井
正
起
さ

ん
（
北
）、
吉
備
中
央
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
連
絡
協
議
会
（
会
長　
片
山

友
孝
さ
ん
）
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
長
年
に
わ
た
り
青
少
年
の
健

全
育
成
の
た
め
に
積
極
的
に
活
動
し
、
そ
の

功
績
が
顕
著
で
、
今
後
も
活
躍
が
期
待
さ
れ

る
個
人
ま
た
は
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
河
内
さ
ん
は
、
学
校
評
議
員
や
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
の
指
導
者
と
し
て
、
長
年
に
わ
た
り

青
少
年
の
育
成
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
堀
井
さ
ん
は
、
登
下
校
時
に
お
け
る
児
童

へ
の
声
か
け
や
中
学
校
へ
定
期
的
に
訪
問
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
岡
山
北
警
察
署
少
年
警

察
協
助
員
と
し
て
、
少
年
の
非
行
防
止
の
た

め
に
広
報
啓
発
や
支
援
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
二
人
と
も
児
童
・
保
護
者
と
学
校
の
相
談

役
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
吉
備
中
央
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
連
絡
協
議
会
は
、
町
の
合
併
後
に
立
ち

上
げ
ら
れ
、
年
間
十
数
回
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

教
室
を
継
続
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

町
内
の
大
会
は
も
と
よ
り
町
外
の
団
体
と
の

交
流
を
図
る
大
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
少
年

団
の
育
成
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
こ
の
よ
う
な
活
動
が
評
価
さ

れ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　
１
月
18
日
、
岡
山
市
内
に
て
、
平
成
30
年

度
岡
山
県
統
計
功
労
者
・
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
功
労
者
表
彰
は
、各
種
統
計
業
務
に
関
し
、

顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
統
計
調
査
員
に
対
し

て
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
金
光
桂
子
さ
ん
（
和

田
）が
総
務
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
金
光
さ
ん
に
は
、
国
勢
調
査
や
事
業
所
向

け
の
工
業
統
計
調
査
等
に
お
い
て
、
長
年
、

調
査
員
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
調
査
内
容
が
正
確
で
き
め
細
か
く
、
他
の

模
範
と
な
る
調
査
員
と
認
め
ら
れ
た
こ
と
か

ら
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

公
益
財
団
法
人 

岡
山
県
体
育
協

会
表
彰 
体
育
功
労
賞
を
受
賞

青
少
年
健
全
育
成
功
労
者
表
彰
を
受
賞

バレーボールスポーツ少年団
連絡協議会　片山さん

堀井さん 河内さん
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赤
い
羽
根
共
同
募
金

伝
達
式

　
12
月
28
日
、
吉
備
中
央
町
社
会
福
祉
協
議

会
で
、
吉
備
中
央
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

と
吉
備
中
央
町
精
神
障
害
者
患
者
家
族
会
ふ

れ
あ
い
の
会
か
ら
赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
伝

達
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
２
団
体
は
、
共
同
で
廃
油
石
け
ん
を

作
り
、
11
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
「
み
ん
な

お
い
で
ぇ
福
祉
ま
つ
り
」
に
て
販
売
し
、
そ

の
売
上
げ
を
地
域
福
祉
の
充
実
、
推
進
の
た

め
赤
い
羽
根
共
同
募
金
へ
寄
付
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　
両
団
体
の
会
長
は
「
今
後
と
も
吉
備
中
央

町
の
福
祉
の
発
展
の
た
め
、
積
極
的
な
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
さ

れ
ま
し
た
。

　
１
月
８
日
、
び
ほ
く
農
業
協
同
組
合
と
岡

山
市
農
業
協
同
組
合
か
ら
交
通
安
全
機
器
・

用
品
の
寄
贈
が
あ
り
、
賀
陽
庁
舎
で
目
録
の

贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
び
ほ
く
農
業
協
同
組
合
の
中
村

常
務
理
事
と
岡
山
市
農
業
協
同
組
合
の
成
本

代
表
理
事
組
合
長
か
ら
山
本
町
長
へ
目
録
が

手
渡
さ
れ
、
山
本
町
長
が
「
い
た
だ
い
た
物

品
を
有
効
に
活
用
し
、
誰
一
人
事
故
の
な
い

明
る
い
町
に
し
て
い
き
た
い
」
と
お
礼
を
述

べ
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
、
夜
光
た
す

き
、
反
射
材
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
交
通
安
全
雨

傘
、
自
転
車
用
反
射
材
な
ど
を
寄
贈
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
、
交
通
安
全
施
設
の

整
備
や
啓
発
活
動
に
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　
１
月
12
日
か
ら
21
日
に
か
け
て
、
岡
崎
嘉

平
太
記
念
館
企
画
展
示
室
で
町
教
育
研
究
所

主
催
の
「
吉
備
中
央
町
図
画
展
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
図
画
展
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
幼
稚

園
児
・
こ
ど
も
園
児
・
小
・
中
学
生
の
頑
張

り
や
作
品
の
す
ば
ら
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
岡
山
県
児
童
生
徒
絵
画
展
の
町

内
及
び
ブ
ロ
ッ
ク
審
査
会
・
中
央
審
査
会
な

ど
で
賞
に
選
ば
れ
た
35
の
作
品
や
町
内
幼
稚

園
・
こ
ど
も
園
か
ら
の
作
品
を
展
示
。
小
学

生
の
作
品
の
う
ち
２
名
の
作
品
が
特
選
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

　
特
選　
吉
原　
竜
希
（
円
城
小
）

　
　
　
　
石
井　
ち
か
（
大
和
小
）

　
１
月
20
日
、
ロ
マ
ン
高
原
か
よ
う
総
合
会

館
で
、
平
成
31
年
吉
備
中
央
町
消
防
団
出
初

式
が
挙
行
さ
れ
、
消
防
団
員
３
１
０
人
が
、

地
域
の
安
全
・
安
心
を
目
指
し
て
士
気
を
高

め
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
宮
﨑
忠
団
長
が
昨
年
７
月
に

発
生
し
た
豪
雨
災
害
等
を
振
り
返
り
な
が
ら

「
日
頃
か
ら
防
災
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

迅
速
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
体
制
を
整
え

て
ほ
し
い
」
と
訓
辞
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
式
で
は
、
１
０
８
人
の
消
防
団
員
が

消
防
庁
長
官
表
彰
や
県
知
事
表
彰
、
町
長
表

彰
な
ど
を
受
賞
。
ま
た
、
第
65
回
岡
山
県
消

防
操
法
訓
練
大
会
に
出
場
さ
れ
た
吉
川
分
団

ポ
ン
プ
車
操
法
チ
ー
ム
が
特
別
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
機
器
贈
呈
式

吉
備
中
央
町
図
画
展
開
催

吉
備
中
央
町
消
防
団
出
初
式
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１
月
21
日
、
賀
陽
庁
舎
で
、
幸
福
産
業
株

式
会
社 
田
中
節
三
取
締
役
技
術
責
任
者
と

山
本
町
長
が
、
旧
竹
荘
中
学
校
の
跡
地
を
活

用
し
た
農
福
一
体
化
モ
デ
ル
事
業
の
記
者
会

見
を
行
い
ま
し
た
。

　
校
舎
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
を
対
象

と
し
た
農
業
学
校
と
し
て
利
用
。
運
動
場
は

大
型
温
室
施
設
を
建
設
し
、
バ
ナ
ナ
等
の
南

国
の
フ
ル
ー
ツ
を
収
穫
体
験
で
き
る
観
光
農

園
を
設
置
。体
育
館
は
、国
産
バ
イ
ク
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
な
ど
を
設
け
る
計
画
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
会
見
で
は
、
同
社
の
田
中
氏
が
「
素
晴
ら

し
い
土
地
を
有
効
に
活
用
し
、
町
の
農
業
を

生
ま
れ
変
わ
ら
せ
た
い
」
と
、
山
本
町
長
は

「
地
域
活
性
化
に
繋
が
り
、
明
る
い
展
望
を

持
て
る
」
と
熱
く
語
り
ま
し
た
。

　
１
月
22
日
、日
韓
の
相
互
交
流
を
目
的
に
、

韓
国
光
州
広
域
市
に
あ
る
全
南
女
子
商
業
高

校
の
生
徒
16
名
が
吉
備
高
原
学
園
高
校
を
訪

れ
、
日
本
の
文
化
を
体
験
し
ま
し
た
。
両
校

は
、
平
成
26
年
に
教
育
協
定
を
締
結
し
、
毎

年
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
交
流
会
で
は
、
ま
ず
木
版
画
を
行
い
ま
し

た
。
う
さ
ぎ
と
蛙
が
彫
ら
れ
た
版
に
和
紙
を

の
せ
、
丁
寧
に
バ
レ
ン
で
擦
る
と
、
徐
々
に

絵
が
写
し
出
さ
れ
、
生
徒
は
嬉
し
そ
う
に
見

入
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
茶
道
体
験
で
は

和
菓
子
の
食
べ
方
や
茶
碗
の
持
ち
方
、
回
し

方
な
ど
の
作
法
を
学
び
ま
し
た
。

　
全
南
女
子
商
業
高
校
の
ム
ン
・
ハ
ウ
ン
さ

ん
は
「
日
本
の
文
化
に
興
味
を
持
っ
た
。
今

回
の
交
流
は
、
今
後
就
職
活
動
を
す
る
う
え

で
も
い
い
刺
激
に
な
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　
１
月
23
日
、
岡
山
県
教
育
委
員
会
並
び
に

岡
山
県
学
校
給
食
会
が
円
城
小
学
校
を
訪
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
学
校
給
食
週
間
に
合
わ

せ
て
県
内
で
給
食
を
実
施
し
て
い
る
学
校
を

訪
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
学
校
内
で
給

食
を
作
っ
て
い
る
同
校
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
同
校
は
食
育
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
毎
年

５
年
生
が
地
域
の
協
力
を
得
て
、
円
城
白
菜

の
栽
培
や
販
売
を
学
ん
で
い
る
ほ
か
、
栄
養

教
諭
等
に
よ
る
健
康
朝
礼
を
実
施
す
る
な
ど

食
と
健
康
に
つ
い
て
の
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
集
会
で
は
、
世
界
の
給
食
の
模
様
や

日
本
の
食
品
ロ
ス
の
多
さ
に
つ
い
て
の
学
習

を
視
察
さ
れ
、
記
念
品
と
し
て
食
育
エ
プ
ロ

ン
と
食
育
教
材
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
５
年
生
が
栽
培
し
た
円
城
白
菜
を
使
っ

た
給
食
を
一
緒
に
食
べ
ら
れ
ま
し
た
。

農
福
一
体
化
事
業 

来
春
開
業

日
韓
の
相
互
交
流
を
深
め
る

円
城
小
学
校
の
学
校
給
食
訪
問

新
自
治
会
誕
生
　

 

円
城
自
治
会

　
円
城
自
治
会
と
御
所
自
治
会
が
再
編

統
合
し
て
、
新
た
な
円
城
自
治
会
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。

●
設
立
日　
平
成
30
年
４
月
１
日

●
会　
長　
柳
原　
富
美
男
さ
ん

●
副
会
長　
内
藤　
三
治
さ
ん

●
副
会
長　
石
川　
誠
二
さ
ん

●
戸　
数　
１
６
０
戸

このコーナーは、再編統合により新たに設立された自治会を紹介しています。
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相
　
　
　
談

消
費
生
活
相
談

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

年
金
相
談

　
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
消
費
生
活
相

談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
困
っ
た
な
」と
思
っ
た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
は
相
談
を
! !

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・�

は
が
き
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
不
当
請
求
・
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務

・
そ
の
他
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※
匿
名
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

時
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
課　
戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－
５
４

－
１
３
１
６

　
行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相

談
）
を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る
年
金
請

求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本
年
金
機
構
高
梁
年

金
事
務
所
の
職
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

日
時　
３
月
20
日
㈬

　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　
加
茂
川
庁
舎
相
談
室

※�

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
３
月
19
日
㈫

正
午
ま
で
に
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。（
受

付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
課　
戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

日
に
ち

会　
　
場

３
月
５
日
㈫

賀
陽
庁
舎
相
談
室　

３
月
19
日
㈫

加
茂
川
庁
舎
相
談
室

日時 ３月22日㈮　午前９時～正午

会場 豊野公民館 井原コミュニティ
センター

内容 行政・人権・福祉 人権・福祉

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班� ☎ 0866-54-1316
　社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所� ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所� ☎ 0867-34-1522

平
成
31
年
度
ピ
オ
ー
ネ
栽
培

実
習
の
受
講
者
募
集
に
つ
い
て

聴
覚
障
害
者
等
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
に
つ
い
て

　
平
成
31
年
度
ピ
オ
ー
ネ
栽
培
実
習
の
受
講

者
を
募
集
し
ま
す
。

　
実
習
で
は
、
備
前
広
域
農
業
普
及
指
導
セ

ン
タ
ー
の
職
員
が
芽
か
き
・
誘
引
・
ホ
ル
モ

ン
処
理
等
の
ピ
オ
ー
ネ
の
基
本
的
な
栽
培
技

術
に
つ
い
て
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
ピ
オ
ー
ネ
栽
培
に
取
り
組
も
う

と
い
う
意
欲
の
あ
る
方
、
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者

　

�

町
内
在
住
在
勤
の
方
（
将
来
的
に
町
内
で

農
業
を
さ
れ
る
方
）

●
募
集
人
数　
15
名

●
実
施
回
数　
年
10
回
程
度

　
　
　
　
　
　
※
初
回
は
５
月
上
旬
を
予
定

●
実
施
場
所

　
吉
川
２
７
３
３

－

２

　
�

吉
備
中
央
農
業
公
社
ピ
オ
ー
ネ
園

●
参
加
費　
無
料

●
参
加
申
込
締
切

　
平
成
31
年
３
月
20
日
㈬

【
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
農
林
課　
農
業
振
興
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
８

　
聴
覚
等
に
障
害
の
あ
る
方
の
も
と
に
手
話

通
訳
者
や
要
約
筆
記
者
を
派
遣
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
仲
介
支
援
を
し
ま
す
。
手

話
が
分
か
ら
な
い
方
で
も
、
相
手
の
話
を
文

字
に
し
て
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
者

　

�

聴
覚
又
は
音
声
・
言
語
機
能
に
障
害
の
あ

る
方

●
派
遣
の
範
囲

　

�

医
療
機
関
で
の
治
療
の
説
明
、
官
公
署
で

の
手
続
き
、
学
校
で
の
相
談
、
就
職
面
接

で
の
意
思
疎
通
支
援
な
ど

●
届
出
期
限

　

�

利
用
予
定
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
申

請
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

●
利
用
料

　

�

無
料
（
た
だ
し
、
派
遣
時
に
入
館
料
等
が

伴
う
場
合
は
、
ご
自
身
と
手
話
通
訳
者
等

に
必
要
な
費
用
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
福
祉
課　
障
害
福
祉
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
７
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路線バス「総社南高北～宮前線」・「総社駅～妙仙寺前線」の利用について
　中鉄バス株式会社が運行している「総社南高北～宮前線」及び「総社駅～妙仙寺前線」については、赤字
路線となっていることから、国の補助金と町の負担金で維持されています。国の補助金の交付を受けるため
には、補助金の交付要件により一便（片道）当たりの年間平均の乗車人数が1.0人必要となっています。
　「総社南高北～宮前線」については、平成30年10月から12月までの３か月の平均が3.5人となっており、
補助要件を十分満たしている状況ですが、「総社駅～妙仙寺前線」については、３か月の平均が1.1人となっ
ており、現在のところ、辛うじて要件を満たしている状況です。補助金の対象期間となる平成30年10月１
日から平成31年９月30日までの平均乗車人数が1.0人未満になると国の補助金が打ち切られるため、路線を
維持していくことが困難な状況となります。
　総社方面への買い物、通院などにぜひ路線バスをご利用ください。

●一便当たりの平均乗車人数
路　線 H30.10月 H30.11月 H30.12月 平　均

総社南高北～宮前線 3.5人 4.0人 2.8人 3.5人
総社駅～妙仙寺前線 1.0人 0.9人 1.3人 1.1人

宮前

田土

妙仙寺前

大和郵
便局前

総社駅
総社南高北

国道180号線

●時刻表
【総社駅・総社南高方面　行き】

宮　前 田　土 妙仙寺前 大和郵
便局前 総社駅 総社南

高北
●7：06 7：10 7：19 7：23 8：02 8：04

9：24 9：28 10：06
△14：30 14：34 15：12

【大和・田土・加茂市場方面　行き】
総社南
高北 総社駅 大和郵

便局前 妙仙寺前 田　土 宮　前

● 8：27 9：05 9：09
★13：02 13：40 13：44

△12：58 13：02 13：40 13：44 13：53 13：57
●16：50 16：54 17：32 17：36 17：45 17：49

○16：54 17：32 17：36
★18：50 18：54 19：32 19：36 19：45 19：49
★……土曜日、日曜日、祝日、振替休日は運休
△……土曜日のみ運行	
●……日曜日、祝日、振替休日は運休
○……日曜日、祝日、振替休日は運行
〔参考〕�上記バス路線の吉備中央町区域についてはフリー乗降区間となっているため、町区域内のバス路

線上であれば停留所以外でも乗降することが可能です。
　　　　※バスを停車することが危険と認める場所では、乗降できない場合があります。
　　　　 乗車時 　バスの見えやすい位置から手を挙げるなどして合図する。
　　　　 降車時 　運転員に直接口頭で停車位置を申し出る。

●運　賃　　　妙仙寺前～総社駅　　　　　　 910円
　　　宮　　前～総社南高北　　　　1,080円

お問い合わせ先 中鉄バス株式会社岡山営業所　☎086－222－6601
総務課　行政班　☎0866－54－1313
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犬の登録および狂犬病予防注射について
　生後91日以上の全ての犬（室内犬も含む）は狂犬病予防法により、犬の登録お
よび狂犬病予防注射が義務づけられています。
　必ず登録（生涯１回のみ）と予防注射（毎年１回）を受けてください。

１．集合注射を受ける場合
　町では毎年春に集合注射を実施しています。
　※�日程表は広報きびちゅうおう４月号でお知らせいたしますので、注射会場と時
間をご確認ください。

　　すでに登録をされている飼い主の方へは、文書にて別途ご案内いたします。
　　・日程表の会場であれば、どの会場でも受けられます。
　　・当日、犬の体調がすぐれない場合は接種せず、臨時日または動物病院で受けてください。
　　・料金：新規登録の犬（１頭あたり）6,050円
　　　　　　（登録料3,000円 +注射料2,500円 +注射済票交付手数料550円）
　　　　　　登 録 済の犬（１頭あたり）3,050円
　　　　　　（注射料2,500円 +注射済票交付手数料550円）
　　　●おつりのいらないように、ご協力をお願いします。
　　　●必ず犬を抑止できる方が、連れて来てください。
　　　●飼い主のマナーとして、フンの後始末をする道具を必ずお持ちください。

２．集合注射を受けられない場合
　集合注射を受けられない場合は、動物病院等で予防注射を受けてください。
　吉備中央町外の動物病院で予防注射を受けた場合は、注射後役場で手続きが必要です。
　◇新規登録の犬：�注射済証、注射済票交付手数料（550円）、登録料（3,000円）を持参し、住民課、

加茂川総合事務所または支所、出張所で手続きをお願いします。
　◇登 録 済の犬：�注射済証、注射済票交付手数料（550円）を持参し、住民課、加茂川総合事務所ま

たは支所、出張所で手続きをお願いします。
　※�上記の手数料には注射料金は含まれていません。注射料金は注射時に動物病院等に支払うことにな
ります。

＜町内で狂犬病予防注射を受けることができる動物病院＞
　沼本輝孝動物病院（下土井）　☎0867-35-0056　　河内みのり動物病院（吉川）　☎0866-56-6655

【次のような場合も届出が必要となります】
　１）犬が死亡したとき…�登録を抹消する必要があります。住民課、加茂川総合事務所または支所、出

張所に届け出てください。
　２）犬を譲渡（譲受）したとき…新しい飼い主が住む市町村の窓口に届け出てください。
　３）転居したとき…転居先の市町村の窓口に届け出てください。

お問い合わせ先 住民課　生活環境班　☎0866－54－1316
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軽自動車の手続きはお早めに！

ひとり親のご家庭へ、大切なお知らせ 「児童扶養手当」が年６回払いになります

　軽自動車税は、毎年４月１日時点で軽自動車等を所有（登録）されている方に課税されます。
　他人に譲った、廃棄した等、車の所有者でなくなった場合には名義変更や廃車の届出をする必要がありま
す。届出をされていない場合、実際は所有していなくても課税されてしまいます。
また、新しく車を購入・譲り受けた場合も登録手続きが必要です。
※諸手続きを自動車販売店等に委託された方は、委託先に手続きの完了をご確認ください。
　申告窓口　　※車種により手続き先が異なりますので、ご注意ください。

車　　種 手　続　き　先

軽自動車（軽三輪・軽四輪 ) 軽自動車検査協会　岡山事務所（岡山市北区久米177番地３）
☎050－3816－3084（コールセンター）

軽二輪 (125cc 超250cc 以下 ) 中国運輸局　岡山運輸支局（岡山市北区富吉5301番地５）
☎050－5540－2072（ヘルプデスク）二輪の小型自動車 (250cc 超 )

原動機付自転車
小型特殊自動車 住民課・加茂川総合事務所・吉川支所・大和支所・井原出張所

お問い合わせ先 税務課　課税班　☎0866－54－1315

お問い合わせ先 子育て推進課　子育て推進班　☎0866－54－1328

「児童扶養手当法」の一部を改正し、2019年11月分の児童扶養手当から
支払回数を〈４か月分ずつ年３回〉→〈２か月分ずつ年６回〉に見直します。

2019年11月分からは、奇数月に年６回、各２か月分を受け取れます
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お問い合わせ先 保健課　地域保健班　☎0866－54－1326

お問い合わせ先 福祉課　障害福祉班　☎0866－54－1317

お子さんの定期の予防接種はお済みですか？

ヘルプマークの配布を開始します

　３月１日～７日は「こどもの予防接種週間」です。
　入園や入学前に今一度、母子健康手帳で接種歴を確認し、まだ接種がお済みでない予防接種がありました
ら、早めの接種をお勧めします。
　予防接種はそれぞれ定められた期間内に接種しましょう。なお、不明な点がありましたら医療機関または
保健課までお問い合わせください。
※各予防接種時期を記載しますので参考にしてご確認ください。

●ヘルプマークとは
　外見からは援助や配慮が必要であると分からない方が、公共交通機関の利用時な
どに、周囲からの配慮が受けられやすくするため、平成24年10月に東京都が作成・
配布を開始したものです。県内市町村においても、すでに23市町村が導入していま�
す。
　吉備中央町でも、３月１日から下記の場所で配布を開始します。

●主な対象者
　吉備中央町に居住する義足や人工関節を使用している方、内部障害や難病の方、
妊娠初期の方などに無料で配布します。所定の配布申込書を提出していただき、原
則１名につき１個のみ配布します。

●使い方
　ヘルプマークをかばんなどにとりつけて、周囲の方々に援助や支援が必要である
ことを知らせます。

●配布場所
　福祉課、加茂川総合事務所、吉川支所、大和支所、井原出張所およびかもがわ総合福祉センターで配布しま�
す。

定　
期　
接　
種

ワクチン名 対　　　象　　　年　　　齢
Ｂ Ｃ Ｇ １歳未満（１回）

四 種 混 合 １期初回：生後３ヶ月～90ヶ月未満（20日～56日までの間隔で３回）　
１期追加：１期初回３回目終了後６ヶ月以上あけて１回

二 種 混 合 ２期　11歳～13歳未満（１回）
Ｂ 型 肝 炎 １歳未満（初回：27日以上あけて２回　追加：１回目から139日以上あけて１回）
麻しん風しん
（ Ｍ Ｒ ）

１期　生後12ヶ月～24ヶ月未満（１回）
２期　小学校就学の始期の前日から１年前（１回）

日 本 脳 炎

１期　生後６ヶ月～90ヶ月（初回：２回　追加：２回目からおおむね１年後に１回）
２期　９歳～13歳未満（１回）
※�特別措置により、平成21年10月１日までに生まれた方で１期の３回がお済みでない場合、19歳
まで接種機会が拡大しています

ヒブワクチン 生後２ヶ月～60ヶ月未満に４回　※但し接種開始時期により回数が異なります
小児肺炎球菌 生後２ヶ月～60ヶ月未満に４回　※但し接種開始時期により回数が異なります
水 痘 生後12ヶ月～36ヶ月未満（３ヶ月以上あけて２回）
子 宮 頸 が ん
予防ワクチン

小学校６年生～高校１年生相当の女子（３回：接種間隔はワクチンにより異なります）
※現在、厚生労働省により積極的な接種勧奨を一時差し控えています
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任意の肺炎球菌予防接種対象年齢引き下げのお知らせ

町内幼稚園・こども園・小・中学校のホームページをリニューアル！！

　高齢者等の肺炎を予防するため、吉備中央町では任意接種として町単独で肺炎球菌予防接種費用の一部助
成を行っておりますが、平成31年４月１日から対象年齢について次のとおり改正しますのでお知らせします。
　　　　　　≪現　行≫　75歳以上
　　　　　　≪改正後≫　65歳以上
１．助成額　3,000円
２．申込及び接種方法
　　�　予防接種を受ける前に必ず保健課、加茂川総合事務所又は各支所、出張所で申請手続きを行ってくだ

さい。（接種後の申請はできません。）
　　�　申込後助成券を送付しますので、町内の肺炎球菌予防接種実施医療機関へ持参して、接種を受けてく

ださい。（医療機関によっては事前の予約が必要です。）
３．対象者　町内に住所がある方で、次のいずれかに該当する方
　　※�ただし、過去に公費による肺炎球菌予防接種の助成を受けたことのある方は対象外となります。
　　（改正後）①接種日において65歳以上の方
　　　 　　　②�人工透析もしくは呼吸器障害による身体障害手帳保持者、在宅酸素療法患者で医師が必要

と判断した方
４．その他　①この予防接種は、義務ではなく本人が希望する場合に限り行います。
　　　　　　②すべての肺炎を予防するワクチンではありません。
　　　　　　③�接種料金（医療機関によって異なります。）から助成額3,000円を差し引いた額を接種した医

療機関へお支払ください。
　　　　　　④町外医療機関については助成対象とならないためご注意ください。
　　　　　　⑤他に国制度での肺炎球菌定期予防接種もあります。

　１月７日に町内の幼稚園、こども園、小・中学校のホームページをリニューアルしました。
　学校・園の案内や教育目標を掲載しているほか、「お知らせ」には警報発令時の対応などの情報も掲載し
ておりますので、ぜひご活用ください。
　※なお、スマートフォンにも対応していますので、ご利用ください。
◆新ホームページのイメージ図

お問い合わせ先 保健課　地域保健班　☎0866－54－1326

お問い合わせ先 教育委員会　教育総務班　☎0866－56－9191

学校教育…�教育目標、スローガン、
研究テーマを掲載

お知らせ…�警報発令時の対応につ
いて掲載学校案内…�学区の概要、児童数、校

内の様子、校歌を掲載
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まち・ひと・しごと創生総合戦略取組事業の検証結果を公表します
　吉備中央町では、平成27年12月に「吉備中央町まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。施
策・事業の効果の検証は、PDCAサイクル（Plan（計画）Do（実行）Check（評価）Action（改善）の４
段階を繰り返して、事業を継続的に改善する手法）を用いて進めることとしており、「吉備中央町まち・ひと・
しごと創生外部有識者会議」において検証を行っています。
　本年度は、平成29年度に実施した23事業について事業の検証を実施しました。そのうち主な事業の検証
結果を公表します。

担当課 協働推進課

事業概要 岡山型国際対応ヘルスツーリズム拠点化促進プロジェクト
岡山市、真庭市、吉備中央町による広域観光事業の推進（インバウンド誘客整備及び健康志向の体
験）

事業実績 伝統神事（加茂大祭）への体験参加モニターツアーの実施及び PR動画の製作・配信、「岡山型ヘ
ルスツーリズム連携協議会」によるムスリム受入体制構築、マレーシア・インドネシアへの誘客促
進を行いました。

評　　価 具体的な受入団体を絞った展開をすること。学校訪問による国際交流の推進をすること。

事業概要 セラピーリゾートタウン推進事業
「癒し」をテーマにした、町内の豊かな自然・観光資源を活用した体験の里づくり

事業実績 電動アシスト自転車・駐輪場の整備、モニターツアー、観光ガイドシステムの整備を行いました。

評　　価 地域おこし協力隊（kibily）の電動アシスト自転車活用の取り組みはいい PRになる。
観光ガイドシステムの向上を図る体制づくりをすること。

事業概要 農業・自然体験を提供する「農家民宿協議会」の支援

事業実績 教育旅行に対応するためのモニターツアー、学校訪問による PR活動等を行いました。

評　　価 利用しやすい体験メニューやサービス内容の明確化を図ること。
農家民宿開業者を増やすため、開業資金より利用者実績数による支援を考えてほしい。

担当課 定住促進課

事業概要 若者の定住、町外からの移住等の促進及び担い手の確保を目的としたU・I ターン希望者を誘導す
る移住・定住助成制度

事業実績 住宅取得奨励金４件、民間賃貸住宅入居奨励金７件、就業奨励金21件、U・I ターン奨励金23件、
結婚祝金９件を助成しました。

評　　価 Uターン者向けに、「実家の離れをリフォームして暮らせる奨励金」の検討をしてみたらどうか。
定住支援にはなくてはならない制度のため、他の支援策とともに継続してほしい。

事業概要 移住・定住の受け皿として空き家の有効活用と空き家バンク制度を促進する助成制度

事業実績 空き家登録34件、空き家成約10件、空き家リフォーム事業８件、空き家片付け事業６件を助成す
るとともに、空き家バンクの PR活動を行いました。

評　　価 空き家バンク登録制度に、「賃貸借、売却」の他に、「賃貸借の後、売却する」といったコースの検
討をしてほしい。
住まいだけでなく、農地を紹介する「農地バンク」と合わせた取組を検討したらどうか。
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役場からのお知らせ
担当課 子育て推進課
事業概要 第２子以降の出産に対して祝金の支給
事業実績 第２子10人、第３子12人、第４子６人、第５子１人に祝金を支給しました。
評　　価 一括支給でなく分割支給を検討してほしい。
事業概要 認定こども園・子ども広場の整備
事業実績 キッズパーク（平成29年４月開設）に続き、就学前の教育と保育を一体的に提供する吉備高原

こども園の整備を行いました。
評　　価 将来に向けた幼稚園等のあり方の検討が必要な時期である。

担当課 保健課
事業概要 子育て家庭への産前・産後子育て応援事業及びすこやか応援パック支給事業
事業実績 相談支援員による妊産婦・乳児への産前産後サポート等　延228回実施。新生児家庭への育児用品

の支給を48人に行いました。
評　　価 不妊治療助成金を継続すること。

家族等からの支援が受けられない妊産婦の移送サービスはありがたいと思う。

担当課 建設課
事業概要 若者向け住宅の整備
K　P　I 子育て世帯及び単身者用住宅向けの PFI 住宅整備の調査及び準備を行いました。
評　　価 魅力ある家賃設定を行ってほしい。

担当課 総務課
事業概要 公共交通の体制整備
事業実績 「吉備中央町地域公共交通網形成計画」の策定を行いました。
評　　価 「吉備中央町地域公共交通網形成計画」の周知を図ること。

運行者、利用者のお互いの融通が利くボランティアタクシーの研究をすること。

担当課 企画課
事業概要 買い物環境の充実
事業実績 「吉備中央町買い物環境整備計画書」の作成を行いました。
評　　価 買い物弱者支援と既存小売店の活性化を、継続して研究・計画を行うこと。

買い物弱者に対しての「移動手段の提供」の検討を行うこと。

担当課 農林課
事業概要 農産物の付加価値化の推進
事業実績 特産品の開発、自然薯・まいたけ・いちじくの販路拡大の PRを行いました。
評　　価 地域おこし協力隊、事業者との連携を図り、特産品の掘り起こし、開発の計画・検討を行うこと。

担当課 教育委員会・子育て推進課
事業概要 放課後学習の充実、ICT教育の推進、子どもの安全な居場所づくり
事業実績 町営学習塾の受講生66人、放課後子ども教室の参加者83人　放課後学童教室への参加者124人
評　　価 小学校統合の検討時期に来ているので研究すること。

町営塾で勉強の面白さを伝えることができると素晴らしい塾になる。

担当課 保健課・総務課・教育委員会
事業概要 子どもの医療費無料化、高校生の通学支援、育英資金貸付
事業実績 小児等医療費の無料化2,017人、高校生の通学支援153人、育英資金貸付者32人
評　　価 医療費の無料化は、移住・定住における有効な施策であり、続けてほしい。

経済支援に合わせ、高校生の送迎問題の解決をしてほしい。

お問い合わせ先 企画課　総合政策班　☎0866－54－1314
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津賀公民館　　☎0867－34－1807　　円城公民館　☎0867－34－1555　　御北公民館　☎0867－35－0550
上竹荘公民館　☎0866－54－1784　　納地公民館　☎0866－54－0971　　豊野公民館　☎0866－54－0194
下竹荘公民館　☎0866－54－0970　　吉川公民館　☎0866－56－7020　　大和公民館　☎0866－55－5974

公民館コーナー 今月の公民館主催行事をお知らせいたします。
（詳しくは各公民館へお問い合わせください。）
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います。
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う
な
日�

小
神　
桂
子

三
家
族
招
か
ず
迎
へ
る
正
月
の
め
で
た
さ
そ
こ
そ
こ
夫
と
分
け
合
ふ�

難
波　
良
子

此
の
松
は
残
し
て
お
こ
う
と
夫
言
い
き
川
を
渡
り
て
大
木
と
な
る�

山
本　
豊
子

九
十
年
生
き
て
迎
え
る
初
春
に
ろ
う
梅
の
枝
ふ
く
ら
み
始そ

め
し�

国
只
由
紀
子

ト
ラ
ン
プ
風
い
つ
ま
で
地
球
荒
れ
廻
る
ア
ジ
ア
欧
州
日
本
を
巻
き
こ
む�

中
山　
文
恵

放
送
川
柳　
平
成
31
年
１
月
秀
句　
題
「
笑
う
」�

（
津
賀
公
民
館
）

あ
ら
く
さ
短
歌
会�

（
円
城
公
民
館
）

開催期日 公民館 行　事　名 内　　　　　容

３月１日㈮ 上竹荘 ストレッチ体操教室 午前10時～　参加費300円　飲み物

３月７日㈭ 吉川 吉川三玲大学修了式 午前９時30分～

３月９日㈯ 御北 御北人生大学修了式＆第４回講座 午前９時～ 御北小学校体育館
映画会：はなちゃんのみそ汁

３月15日㈮ 上竹荘 手作り教室　キャンディポーチ 午後１時30分～　裁縫道具　参加費500円

３月15日㈮ 豊野 いけばな教室 午後１時30分～　材料代実費

３月18日㈪ 吉川 ３時のおちゃにきてください！ 午後１時～　ゆる体操・ピアノ鑑賞　要申込
参加費100円

３月26日㈫ 津賀 フラワー教室：フレーム付プリ
ザの壁掛け 午後１時30分～　材料代2,000円　はさみ　要申込

３月26日㈫ 御北 長距離ウォーキングチャレンジ
～ミッション３新山編～ 午前８時30分～　 参加費無料　要申込  
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かもがわ図書館  ☎0867－34－1115
0867－34－1124

ロマン高原かよう図書館 ☎0866－54－1331
 0866－54－1311

３月の休館日出会いの

扉 11日
18日
25日

４日
17日
21日

書　　名 著者・出版社 書　　名 著者・出版社

絵　
　
本

だいじょうぶじゃない 狩野富喜子／ポプラ社 プップクプードル やまだなおと／文芸社

おおかみのおなかのなかで ジョン・クラッセン／徳間書店 カレンダーでんしゃがやってくる！ 丸山誠司／交通新聞社

やまもりラーメン 赤川明／文研出版 ごろべえ もののけのくにへいく おおともやすお／童心社

児
童
書

かいけつゾロリ大図鑑 原ゆたか／ポプラ社 天皇と元号の大研究 高森明勅／ PHP研究所

図解大事典 未確認生物UMA ながたみかこ／新星出版社 金栗四三 日本人初のオリンピアン・
日本マラソンの父 大谷じろう／小学館

二年二組のたからばこ 山本悦子／童心社 リスの森ひっこし大作戦 リン・レイ・パーキンス／偕成社

一
般
実
用
書

天板だけで作るケーキ 若山曜子／世界文化社 信長もビックリ！科学でツッコむ
日本の歴史 平林純／集英社

運転をあきらめないシニアの本音と
新・対策 岩越和紀／ JAFメディアワークス 誰も農業を知らない 有坪民雄／原書房

大人の美文字レッスン帖 越智知美／学研プラス MOZUトリックラクガキアート集 MOZU／玄光社

一
般
読
み
物

則天武后 上・下 塚本靑史／日本経済新聞出版社 1R1分34秒 町屋良平／新潮社

ニムロッド 上田岳弘／講談社 コヨーテの翼 五十嵐貴久／双葉社

駄目な世代 酒井順子／ KADOKAWA 平成くん、さようなら 古市憲寿／文藝春秋

かもがわ図書館 ロマン高原かよう図書館

新 着 図 書 案 内

　「浦島太郎が助けた亀は、オスか
メスか？」、目次を見て自分なりの
答えを考えてから本文を読めば脳
はよろこぶそうです。テレビの「チ
コちゃんに叱られる」でチコちゃ
んの質問に出演者があたふたする
のが人気ですが、知っていそうで
知らないことってありますよね。
雑学で脳を鍛えてみては。

　「羽生棋士は過去の対戦すべて
の記憶と直観で対局に挑んでい
る」「脳は退屈するとその空白を
埋めようと、思いもよらないこ
とを感じたり、考えたりする」。
生活の中で、脳はどのように関
わっているのか。著者自身の体
験を交えて解説した一冊。

脳
に
つ
い
て
の
本

『それでも脳はたくらむ』
茂木健一郎／著　中央公論社　㋺

『脳にウケるおもしろ雑学』
� 坪内忠太／著　新講社　㋺

　
脳
に
つ
い
て
ち
ょ
っ
と
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
脳
を
ち
ょ
っ
と
鍛

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

 
４/20 わくわくスペシャル
こども落語会と

ブックバスケット
＊参加者　35名
＊�岡山大学落語研究会の
くるまやまくらさん、
くるまやたまごさんに、
「さぎとり」「じゅげむ」
などを演じていただき
ました。

2018年 図書館の一年〈イベント〉
５/13 体験！ブッククラブ
電一郎先生の
�エコと電気の実験教室
＊参加者　小学生20名
＊�環境にやさしいエコにつ
いての話を聞いた後、エ
コ工作にチャレンジ。
ペットボトルランプを作
りました。

7/30 へその町 妖怪話で
めぐるバスツアー
＊参加者　小学生25名
＊�吉備中央町の妖怪伝承ス
ポットや神社をめぐるバ
スツアー。訪ねた場所で、
伝説を聞きました。

8/19 絵本作家鈴木のりたけ
トークショーとカフェトーク
～おもしろがると世界がひろがる～
＊参加者　61名
＊�子どもたちに人気の
絵本『しごとば』など
をつくっている鈴木
のりたけさんに絵本
作りの話を聞いたり、
クイズや絵描き歌で
遊んだりしました。

11/27 農業応援講座
種子法廃止でどうなる
～タネのお話から野菜作りのこぼれ話まで～
＊参加者　31名
＊�初心者にもわかる種
子法の説明や種苗・野
菜作りのポイントな
どの話を、映像を見な
がら聞きました。情報
交換の時間も有意義
だったようです。
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地域おこし協力隊便り
Vol.

47

３月から kibi cycle 営業を再開いたします！

吉備中央町町営塾 kii+ から

　気温の低下と道路の凍結による事故防止のため、冬の
期間休業していました kibi cycle ですが、３月から営業
を再開します！
　今年も吉備中央町の魅力をより深く知ってもらい、よ
り楽しんでもらえるような企画を準備中です！昨年より
もさらにパワーアップした kibi cycle の活躍をぜひお楽
しみください。
　吉備中央町の魅力をより多くの人に知ってもらえたら
との想いからはじめたポタリングツアーおよびレンタサイクルですが、その対象となるのは町外の
方だけではありません。普段からこの町に住まれており、この町のことをよく知っている町内の方
にも楽しんでいただけるようなツアーを kibi cycle では準備しています。
　普段何気なく車で通り過ぎていた道の奥に新たな魅力が眠っているかもしれません。そのような
魅力を私たちとみんなで発見しに出かけませんか？

〜中学校３年生、受験に向けてラストスパート！〜　　
　県立一般入試（３月７日・８日）まで、あとわずかとなりました。町営塾 kii+ に通う中学３年
の生徒たちは、それぞれの志望校合格を目指して、週２回の英語と数学をメインとする一斉授業で

過去に出題された問題を解いたり、苦手単元の克服を進めてい
ます。さらに希望者限定で個別学習をメインとするコースを開
講し、最大週５日、塾に通って勉強している生徒もいます！
　年が明けてから、生徒たちは、ピリッとした様子です。受験
に対して、いい意味での緊張感を持ちながら、学習を進めてい
ます。やはりこの時期は、受験に対する不安や焦りで、生徒た
ちにとってストレスが大きくかかります。だからこそ、学習面
はもちろんですが、気持ちの面でのサポートも必要だと考えて
います。受験に最後まで諦めず向き合い続けることは、今後の
生徒たちの人生の中で価値あるものとしてきっと残っていくで
しょう。生徒たちのプロセスの部分にもしっかり伴走しながら、
引き続き受験指導を行っていきます。頑張れ、受験生！！

お問い合わせ kibily　☎080－2907－7347
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陸
海
空
自
衛
官
募
集
し
ま
す

　
防
衛
省
で
は
、
陸
海
空
自
衛
官
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

■
募
集
種
目

　
①
一
般
幹
部
候
補
生

　
②
一
般
曹
候
補
生

■
受
験
資
格

　
①
22
歳
以
上
26
歳
未
満

　
　
（�

大
卒
（
見
込
み
含
む
）
者
は
20
歳
以

上
22
歳
未
満
も
可
）

　
②
18
歳
以
上
33
歳
未
満

■
受
付
期
間

　
３
月
１
日
㈮
か
ら
５
月
１
日
㈬

■
試
験
日

　
種
目
ご
と
に
設
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部

　
高
梁
地
域
事
務
所

�

☎
０
８
６
６

－

２
２

－

２
３
１
４

町以外からの

お知らせ

Info
rmation

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、労
働
者
も
。

　
岡
山
県
内
の
特
定
最
低
賃
金
が
改
定
さ
れ

ま
し
た
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
　

�

☎
０
８
６

－

２
２
５

－

２
０
１
４　

　
　
ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
へ

健
康
保
険
料
率
お
よ
び
介
護
保
険
料
率
を
引

上
げ
る
見
通
し
。

　
協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
等
で
働
く
従

業
員
と
そ
の
家
族
の
皆
様
が
加
入
す
る
健
康

保
険
で
す
。

　
平
成
31
年
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら

の
健
康
保
険
料
率
は
、
10・15
％
を
10・22
％

へ
、
介
護
保
険
料
率
は
、
1・
57
％
を
1・

73
％
へ
引
上
げ
る
見
通
し
で
す
。（
任
意
継

続
被
保
険
者
の
方
は
平
成
31
年
４
月
分
か
ら

変
更
）

　
協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
率
に
つ
い
て
は
、

毎
事
業
年
度
に
お
い
て
、
都
道
府
県
ご
と
に

地
域
の
医
療
費
を
反
映
し
算
定
し
て
い
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
協
会
け
ん
ぽ　
岡
山
支
部

�

☎
０
８
６

－

８
０
３

－

５
７
８
０

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
以
降
に
岡
山
県
の
区

域
内
で
発
生
し
た
災
害
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
ご
家
庭
に
対
し

て
、
岡
山
県
よ
り
災
害
見
舞
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

◆
対　
象

　
現
に
自
己
の
生
活
の
本
拠
と
し
て
住
居
の

用
に
供
し
て
い
る
建
物
が
、
全
壊
、
大
規
模

半
壊
、
半
壊
、
床
上
浸
水
の
い
ず
れ
か
の
被

害
を
受
け
た
子
ど
も
の
い
る
世
帯
。

※�

子
ど
も
と
は
、
被
災
日
を
基
準
と
し
て
18

歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日

ま
で
の
間
に
あ
る
お
子
様
（
平
成
30
年
７

月
豪
雨
の
場
合
、
平
成
12
年
４
月
２
日
か

ら
被
災
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
お
子

様
）
を
い
い
ま
す
。

◆
支
給
額

　
子
ど
も
一
人
当
た
り
２
万
円
（
当
該
世
帯

の
子
ど
も
の
数
に
応
じ
て
支
給
）

◆
申
請
方
法

　
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
下
記
の

申
請
先
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※�
申
請
書
は
市
町
村
役
場
の
窓
口
や
県
民
局

福
祉
振
興
課
等
で
配
付
し
て
い
る
ほ
か
、

岡
山
県
保
健
福
祉
部
子
ど
も
家
庭
課
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

◆
申
請
期
限

　
被
災
日
か
ら
１
年
間
（
平
成
30
年
７
月
豪

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
子
ど
も
災
害
見
舞
金
」を

支
給
し
ま
す

特定最低賃金（岡山県内） 時間額 発効日
耐火物製造業 918円 平成30年12月20日
鉄鋼業 939円 平成30年12月19日
一般機械器具製造業 912円 平成31年１月２日
電気機械器具製造業 854円 平成30年12月13日
自動車・同附属品製造業 900円 平成30年12月16日
船舶製造・修理業、舶用機関製造業 931円 平成30年12月22日
各種商品小売業 856円 平成30年12月26日
＊特定最低賃金が適用されない労働者は「岡山県最低賃金」が適用されます。
岡山県最低賃金 807円 平成30年10月３日

雨
分
は
平
成
31
年
10
月
31
日
ま
で
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
・
申
請
先
】

　
〒
７
０
３

－

８
２
７
８

　
　
岡
山
市
中
区
古
京
町
1

－

7

－

36

　
　
岡
山
県
保
健
福
祉
部
子
ど
も
家
庭
課

　
　
子
ど
も
災
害
見
舞
金
係

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
８
７
４・７
８
７
５

協
会
け
ん
ぽ
岡
山

検
索
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県
内
の
公
立
学
校
で
講
師
と
し
て

働
き
ま
せ
ん
か
？

職
場
で
の
労
働
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル

解
決
の
相
談
や
あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す

　
県
で
は
、
県
内
の
公
立
学
校
で
臨
時
採
用

教
員
、
い
わ
ゆ
る
講
師
と
し
て
働
い
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
、
必
要
と
す
る
教
員
免
許
状
を
お

持
ち
の
方
ま
た
は
取
得
見
込
み
の
方
で
、
学

校
教
育
法
及
び
地
方
公
務
員
法
に
定
め
る
欠

格
条
項
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
方
で
す
。

　
大
学
な
ど
で
教
員
免
許
状
を
取
得
し
、
免

許
更
新
を
し
て
い
な
い
方
も
、
更
新
講
習
を

受
け
、
免
許
を
更
新
す
る
こ
と
で
勤
務
が
可

能
に
な
り
ま
す
。

　
勤
務
先
は
、
県
内
の
小
学
校
・
中
学
校
・

高
等
学
校
・
特
別
支
援
学
校
な
ど
で
す
。

　
現
在
、講
師
が
と
て
も
不
足
し
て
い
ま
す
。

年
間
を
通
じ
て
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
子

ど
も
が
大
好
き
な
方
、
子
ど
も
の
成
長
を
喜

び
と
し
た
い
方
は
、
ぜ
ひ
講
師
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
講
師
等
登
録
申
込
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
な

ど
、
詳
し
く
は
県
教
育
庁
教
職
員
課
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
Ｕ
Ｒ
Ｌ

　

�http://w
w
w
.pref.okayam

a.jp/
site/16/detail-2521.htm

l

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
県
教
育
庁
教
職
員
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
９
１
５

　
岡
山
県
労
働
委
員
会
で
は
、
県
内
の
事
業

所
に
勤
務
す
る
労
働
者
と
使
用
者
と
の
間
に

生
じ
た
労
働
条
件
な
ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

（
紛
争
）
に
つ
い
て
、
専
門
家
が
公
正
・
中

立
な
立
場
か
ら
紛
争
解
決
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

　
労
働
者
と
使
用
者
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
は
、
当
事
者
同
士
で
自
主
的
に
解
決
す

る
の
が
最
も
望
ま
し
い
こ
と
で
す
が
、
労
働

者
が
使
用
者
か
ら
、
突
然
、
解
雇
を
通
告
さ

れ
た
り
、賃
下
げ
、配
置
転
換
な
ど
を
受
け
、

労
働
者
と
使
用
者
が
対
立
し
て
い
る
よ
う
な

場
合
な
ど
、
自
主
的
な
解
決
が
困
難
な
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
事
務
局
に
ご
相
談

い
た
だ
け
れ
ば
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て
、
公

益
委
員
、
労
働
者
委
員
、
使
用
者
委
員
が
、

３
人
一
組
で
あ
っ
せ
ん
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　
費
用
は
無
料
、秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
労
働
問
題
全
般
の
相
談
も
随
時
お

受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
電
話
ま
た
は
事

務
局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
５
６
３

　
３
月
は
「
青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間
」

で
す
。

　
卒
業
・
進
学
・
新
入
学
の
こ
の
時
期
は
、

子
ど
も
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
モ
バ
イ

ル
端
末
を
購
入
す
る
保
護
者
の
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
子
ど
も

を
守
る
た
め
に
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

を
購
入
す
る
際
の
保
護
者
の
意
識
と
そ
の
後

の
見
守
り
が
大
切
で
す
。

１�

、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
購
入
す
る
際

は
、
販
売
店
に
18
才
未
満
の
青
少
年
が
利

用
す
る
こ
と
を
伝
え
、
必
ず
フ
ィ
ル
タ
リ

ン
グ
を
設
定
す
る
。

２�

、
ゲ
ー
ム
機
や
携
帯
音
楽
プ
レ
ー
ヤ
ー
を

購
入
す
る
場
合
も
、
使
用
制
限
な
ど
、
必

要
な
設
定
を
保
護
者
が
行
う
。

３�

、
購
入
す
る
前
に
子
ど
も
と
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
の
使
用
時
間
に
つ
い
て

話
し
合
い
、
家
庭
の
ル
ー
ル
を
作
る
。

　
こ
の
３
つ
の
約
束
ご
と
へ
の
取
り
組
み
を

ぜ
ひ
お
願
い
し
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
は
じ
め
、
家
庭
の
悩
み
や

子
育
て
に
関
す
る
悩
み
な
ど
は
、
岡
山
県
青

少
年
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
６

－

２

２
４

－

７
１
１
０
）ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
県
男
女
共
同
参
画
青
少
年
課

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

０
５
５
７

　
県
で
は
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
で
被

災
さ
れ
た
中
小
企
業
者
等
の
皆
さ
ま
の
１
日

も
早
い
復
旧
・
復
興
を
支
援
す
る
た
め
、
被

災
し
た
施
設
や
設
備
の
復
旧
に
必
要
な
費
用

の
一
部
を
支
援
す
る
「
グ
ル
ー
プ
補
助
金
」

の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
必
要
と
認
め
ら
れ
た
費
用
の
最
大
75
％
が

補
助
金
と
し
て
交
付
さ
れ
ま
す
。
工
場
や
店

舗
、
生
産
機
械
な
ど
が
被
害
に
遭
わ
れ
た
事

業
者
の
方
は
、
ぜ
ひ
活
用
を
ご
検
討
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
補
助
金
の
申
請
に
は
、
あ
ら
か
じ

め
他
の
事
業
者
の
皆
さ
ま
と
グ
ル
ー
プ
を
つ

く
り
、
連
携
、
共
同
し
て
復
興
の
た
め
に
取

り
組
む
事
業
計
画
を
作
成
し
て
、
県
の
認
定

を
受
け
る
な
ど
、
必
要
な
手
続
き
が
あ
り
ま

す
。
ご
活
用
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
は
、
岡

山
県
グ
ル
ー
プ
補
助
金
受
付
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
岡
山
県
グ
ル
ー
プ
補
助
金
受
付
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
８
６

－

２
２
４

－

８
５
６
４

青
少
年
健
全
育
成
強
調
月
間

グ
ル
ー
プ
補
助
金
（
中
小
企
業

等
グ
ル
ー
プ
施
設
等
復
旧
整
備

補
助
事
業
）
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みなさんからお便り・

イラスト・写真を

お待ちしています。

おめでとう
満１歳

みんなの
ページ

季節の色を感じに出かけてみませんか？ 町内の観光スポット、体験・
宿泊施設をご紹介します

１歳のお誕生日おめでとう !!
これからも元気にすくすく成長してね !!
ひよりちゃんの笑顔が大好きだよ !!

お姉ちゃんお兄ちゃんと仲
良く、元気にすくすく大き
くなあれ♪

平成30年３月８日生まれ 平成30年３月５日生まれ河こ
う
本も
と

　
燈ひ

依よ
り 

ち
ゃ
ん
（
上
野
）

赤あ
か
木ぎ
　
ひ
ふ
未み 

ち
ゃ
ん（
粟
井
谷
）

一度はやってみたい！プチ移住体験！～農家民宿～
　町では、自然豊かな田舎ならではの暮らしが体験できる「農
家民宿」を実施しています。農作物の収穫や自分で収穫した食
材を用いて料理を作るなど、日常では味わえない自然の恵みを
活かした体験ができます。自然に囲まれのんびりとした時間を
過ごされたい方、田舎暮らしに興味がある方は、ぜひ一度体験
してみてはいかがですか？
　詳しくは町公式ホームページ内「きびっちゅ」をご覧いただ
くか、下記までお問い合わせください。

農家民宿年間利用者数
件数 人数

日帰り 35 804
宿　泊 63 170
（平成29年４月～平成30年３月）

吉備中央町農家民宿推進協議会
では、吉備中央町への旅行者と
一緒に農業体験や料理作り体験
を行い、宿泊者の受け入れを行っ
てくださる方を募集しています。

お問い合わせ先
吉備中央町農家民宿推進協議会
事務局：協働推進課　　☎0866－54－1301
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みなさんからお便り・

イラスト・写真を

お待ちしています。

おめでとう
満１歳

みんなの
ページ

お便りありがとうございます

笑顔が素敵で元気いっぱいの
咲希ちゃん☆
成長を楽しみに長生きするよ♪

 ♡ばぁばより♡

たくましく健康に育ってね。

平成30年３月14日生まれ平成30年３月21日生まれ 久く

野の

村む
ら

　
咲さ

希き 

ち
ゃ
ん
（
竹
荘
）

菅す
が
野の
　
愛あ
い
ノの

介す
け 

ち
ゃ
ん
（
上
竹
）

　１月15日、ユートピア円城でとんど焼きを行いました。当日
は、円城幼稚園・小学校、愛育委員、地域、施設利用者の方な
ど約50人の参加がありました。
　参加者の皆さんが持ち寄ったお飾りや書き初めに点火し、１
年間の無病息災や文字の上達を祈りました。参加者は「地域の
方と交流できて楽しかった。今年はバレーの試合で勝てるよう
に頑張りたい」「病気をしないで１年間健康に過ごしたい」など
目標や決意を新たにしていました。また、愛育委員や地域の方
からぜんざいや豚汁が振る舞われました。

　このとんど焼きは約10年前から行って
おり、毎年多くの方に参加していただいて
おります。とんど焼きに限らず幼稚園や小
学校、地域の方と共に、お花見や夕涼み会、

紅葉狩り、クリスマス会など季節に応じたイベントを開催していま
す。施設利用者の方にとってもこのような交流はとても貴重であり、
喜びの声を多くいただいています。少子高齢化が進み地域間での繋
がりが希薄化する中、利用者の方の息抜きや生きがい
に繋がるような取り組みを今後も考えていきたいと思
います。
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イベント情報
EVENT INFORMATION

【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
号
の
表
紙
は
、
き
び
プ
ラ
ザ

で
行
わ
れ
た
成
人
式
の
様
子
で
す
。

旧
友
と
の
再
会
を
果
た
し
、
楽
し
そ

う
に
写
真
を
撮
る
新
成
人
の
姿
が
数

多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
き

れ
い
な
振
り
袖
に
身
を
包
み
、
笑
顔

い
っ
ぱ
い
の
１
シ
ョ
ッ
ト
を
撮
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
編
集
後
記
】

▼
２
月
14
日
は
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
。

日
本
で
の
始
ま
り
に
つ
い
て
は
、
諸

説
あ
り
ま
す
が
、
１
９
７
０
年
代
後

半
に
今
の
習
慣
が
定
着
し
た
よ
う
で

す
。

　
先
日
、
お
店
に
立
ち
寄
る
と
、
国

内
外
ブ
ラ
ン
ド
の
数
多
く
の
チ
ョ
コ

が
店
頭
に
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

色
華
や
か
な
可
愛
い
デ
ザ
イ
ン
や
健

康
に
配
慮
し
た
低
糖
チ
ョ
コ
の
ほ

か
、
食
べ
た
後
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し

て
使
え
る
ア
フ
タ
ー
ユ
ー
ス
の
商
品

が
人
気
を
集
め
て
お
り
、
女
性
客
で

賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
昭
和
、
平
成
と
時
代
の
移
り
変
わ

り
と
と
も
に
、
商
品
も
さ
ま
ざ
ま
な

工
夫
や
開
発
が
行
わ
れ
、
変
化
し
て

い
き
ま
し
た
。
最
近
で
は
、
女
性
が

男
性
に
贈
る
と
い
う
意
味
合
い
が
薄

れ
、
友
達
に
贈
る
「
友
チ
ョ
コ
」
や

自
分
用
に
購
入
す
る
「
ご
褒
美
チ
ョ

コ
」、男
性
が
女
性
に
贈
る
「
逆
チ
ョ

コ
」
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
い
ろ
ん
な
ス
タ
イ
ル
で
の
バ
レ
ン

タ
イ
ン
デ
ー
が
広
が
っ
て
い
ま
す

が
、
私
自
身
は
今
年
も
想
い
の
こ
め

た
チ
ョ
コ
を
贈
り
ま
し
た
。

�

田
淵

第13回吉備中央町文化協会総合文化祭のお知らせ

Beauty&Health　ヨガ教室

●開催日　３月10日㈰
●会　場　ロマン高原かよう総合会館
●主　催　�吉備中央町文化協会
　　　　　※�詳しい内容等については、チラシを

ご覧ください。

●日　時　３月16日㈯
　　　　　午前10時～11時30分
●講　師　OSKインストラクター
●会　場　ロマン高原かよう総合会館
　　　　　トレーニングルーム
●準備物　�飲料水、屋内用靴、運動のできる服装
●参加費　無料
　　　　　※�事前に予約が必要となりますが、当

日も参加可能です。

お問い合わせ先 吉備中央町文化協会事務局（教育委員会事務局内）
☎0866－56－9191

お問い合わせ先 ロマン高原かよう総合会館　☎0866－54－1301
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PHOTO TOPICS
フォトトピックス

社会体験をしてみよう！

吉備高原新春マラソン大会

「県民の命を守る110番」

　12月18日、円城小学校５年生10人が円城白菜の収穫体験を行いました。この体験活動は、子どもたちに
郷土の特産品である円城白菜について知ってもらいたいという思いから片山紀彦さん（上田西）を講師とし
てお招きし、数年前から行っています。
　この日、児童たちは９月中旬に植えた白菜300玉余りを片山さんに収穫方法を教わりながら楽しそうに収
穫していました。収穫を体験した児童は「白菜の根っこが固くて収穫するのが大変だったけど、楽しかった。
収穫した白菜は全部売りたい」と話していました。翌日、道の駅かもがわ円城で白菜の販売を行い、収益金
の一部は西日本豪雨災害の復興支援金として本年度中に寄附する予定です。

　１月１日、第37回吉備高原新春マラソン大会（主催＝吉川地域づくりの会で組織する大会実行委員会）が
吉川公民館を発着点に開催されました。当日は、２㎞のファミリーコースと３㎞、５㎞の３コースに、町内
外から訪れたマラソン愛好家や家族連れなど過去最多となる245人が参加。選手たちは、家族やスタッフの
声援を受けながら、田園風景が広がる中を元気よく走り抜けました。また、今年は山本町長や高梁市の近藤
市長も参加され、大会を盛り上げました。
　競技後は、甘酒のサービスやお楽しみ抽選会なども行われ、参加者は大会を楽しんでいました。

　１月10日の「110番の日」に合わせ、ハートオブおかやま会館で岡山北警察署主催の110番イベントが行
われました。当日は、地域の方約30人が参加。イベントでは、１日警察署長に外国語指導助手として活躍さ
れているマリーさんを任命し、谷川警察署長から委嘱状が交付されました。その後、正しい110番のかけ方
や特殊詐欺の発生件数、被害状況についての解説、特殊詐欺の寸劇も行われ、被害に遭わないために家族や
近所、警察へ相談することの大切さや必要性を参加者へ呼びかけました。
　最後は、警察音楽隊による時代劇ソングなどの演奏を披露したほか、参加者へ啓発グッズが配布されました。



材　　料 作　り　方

１日350ｇ　両手１杯の緑黄色野菜　両手２杯の淡色野菜を
生活習慣病予防のために食べよう！

豊野栄養委員からのおすすめ野菜料理
今月の旬の野菜『小松菜』 小松菜と桜えびのサラスパ（２人分）

サラダスパゲティー（乾）····100ｇ
桜えび································15ｇ
小松菜····························· 200ｇ
しめじ·································60ｇ
めんつゆ ··················大さじ１弱
バター································20ｇ
塩こしょう·························· 適宜

①鍋にたっぷりの湯を沸かし、塩大さじ１杯（分量外）を加え、サラダスパゲ
ティーを茹でる。
②小松菜は根を切り落とし、３㎝の長さに切る。
③フライパンにバターを熱し、小松菜と
桜えび、めんつゆを加え、中火で炒め
る。
④サラダスパゲティーの茹で汁（大さじ
２）と、茹で上がったサラダスパゲ
ティーをフライパンに加える。
⑤全体が合わさったら、塩こしょうで味を
整える。

栄養委員さんからの 
One Point 
アドバイス

１人あたり　エネルギー：315kcal　たんぱく質：14.0ｇ　カルシウム：332mg　食塩：1.0ｇ
＊とても簡単にでき、桜えびとバターの風味が美味しいです。
＊小松菜は緑黄色野菜の中でも栄養価の高さは群を抜いています。すべ

てのビタミン、ミネラルを豊富に含むほか、鉄分やカルシウムなどは
ほうれん草以上！特にカルシウムの量は牛乳並みで栄養価は大変優れ
た野菜です。

人口のうごき 平成31年２月1日現在（　）は前月との増減

世　帯　5,371戸（－82）人　口　11,436人（－94）

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
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火災・救急
テレホンガイド

男　5,506人（－63）
女　5,930人（－31）

ご寄附に感謝します 育英資金（敬称略）

香典返し（金一封）
福嶋　佳子（岡山市中区）、藤田　幸範（福沢）、阪田　益晥（細田）、永安　輝子（竹部）
近藤　智昌（岡山市北区）

難波　守（岨谷）、松浦　祐二（田土）、難波　勲夫（田土）、難波　雅弘（吉川）

22

22世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町
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豊岡支部愛育委員会活動報告
　11月30日、第１回「豊岡みんなの集い」が開催されました。
　住民同士の声かけや見守りとともに、集いを通じて健康づくりの機
運を高めたいと豊岡自治会からの呼びかけで開催されました。初めて
の試みにもかかわらず多数の住民の方の参加がありました。愛育委
員は、口腔内を清潔に保つ方法や口腔体操により健康を維持できるこ

とを伝えました。体操では皆さん一緒に真
剣に取り組んでくださいました。昼食は栄養バランスを考えたお弁当が用
意され和やかに会食しました。
　今後、「豊岡みんなの集い」が継続され、活気溢れる豊岡の皆さんの活躍
を、愛育委員として少しでも多く研鑽を重ね、お手伝いをしたいと思います。


